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国際茶道教室基本規定
[image: image2.wmf]　IJCEE国際茶道塾は、茶会のプロセスを外国語で説明できるだけではなく、茶道とともに、浴衣・着物の着付けなどを学びます。日本文化を体系的・総合的に学ぶ扉を開けてみませんか？通訳案内士の方々は、世界を広げる事ができます。通訳案内士を目指す方の受講も歓迎します。通訳案内士ではない方も、茶道や浴衣・着物の着付けの英語を通して、語学力を伸ばす事ができます。
Ⅰ　各コースの到達目標

	コース
	コースの到達目標
	IJCEE茶道体験事業での役割

	初級前期
	・茶会のプロセスを当該外国語で説明できる。
	・IJCEE茶会でインターンができる

	初級後期
	IJCEE国際茶道の盆略点前をマスターしている。
	初級認定合格者は、浴衣講師・茶道ガイドおよび、茶道体験の初級助手を務める事ができる

	中級
	IJCEE国際茶道の立礼点前をマスターしている。
	中級認定合格者は、大使館などでの立礼の亭主および、浴衣講師・茶道ガイド・茶道体験の助手を務める事ができる。

	上級
	IJCEE国際茶道の風炉点前をマスターしている。
	上級認定合格者は、交流庵での亭主を務める事ができる。浴衣講師・茶道ガイド・茶道体験上級助手も務める事ができる

	マイスター
	自主性を活かした研究活動等により、歴史や禅、お客様の心を大切にした茶会の演出ができるように、心と技を磨いていきます
	・本格的なお茶室の中で、季節に合わせた茶会の亭主を務める事ができる


Ⅱ　修了認定のチェック項目
	修了認定のチェック項目

	コース
	点前
	ガイドスキル
	浴衣・着物

	初級
	盆略点前
	点前の内容をお客様に伝えることができる
	浴衣を自分で着ることができ、お客様に着方を説明できる

	中級
	国際茶道塾の立礼
	内容を当該言語で説明した後、点前ができる
	小紋に半幅帯で。みやこ結びができ、お客様にも説明できる

	上級
	国際茶道の和室での風炉点前ができる
	点前をしながら、当該言語で説明ができる
	小紋に名古屋帯の前作りで、一重太鼓が結べる。


☆重要！開講期間内に認定を得られなかった方も進級できます。進級後、ご都合の良い時間に認定をします。あせらず、時間をかけて練習し、実力をつけて、1回で合格できる事を目指しましょう。
◆浴衣と着物の認定は、小石川で行います。点前とガイドの認定は、水天宮でも、小石川でも行います。
◆浴衣や着物について、修練をつみたい方は、あわせて、IJCEEの着物着付けの講座の受講をおすすめします。着物の販売などはありませんから、安心して受講できます。
◆上級以上の人で「交流庵点前」をマスターした方は、交流庵で亭主を務めることができます。
Ⅲ　受講資格・特別講義・修了認定

	コース
	受講資格
	特別講義
	コースの修了認定

	初級前期
	どなたでも受講できますが、補講はありません
	浴衣
	修了認定はありません。

	初級後期
	初級前期コースを受講し終えた方に限ります。


	浴衣


	初級コース全10回中、8回以上の出席者又はそれと同等の実績のある方を対象に修了認定を実施します。

	中級前期
	初級コース修了の認定を受けた方。なお、初級コース修了認定で一部項目が不足している方も、中級コース進級後、修了認定を受けられます。

※初級コース修了認定者を対象。初級未認定者も仮進級し、中級前期コース内で修了認定を受けられます。
	着物・小紋

(半幅帯の着付け)

	中級コース全10回中、8回以上の出席者又はそれと同等の実績のある方を対象に修了認定を実施します。



	中級後期
	
	
	

	上級前期
	中級コース修了の認定を受けた方。なお、中級コース修了認定で一部項目が不足している方も、上級コース進級後、修了認定を受けられます。
	着物

一重太鼓前作り
	上級コース全10回中、8回以上の出席者又はそれと同等の実績のある方を対象に修了認定を実施します。

	上級後期
	
	
	

	マイスター
	上級コース修了の認定を受けた方。なお、上級コース修了認定で一部項目が不足している方も、マイスターコース進級後、修了認定を受けられます。
	二重太鼓前作りから初めて、男性浴衣、袴、変わり結びなどを学びます。
	初めて「炉」点前を学びます。どんな和室や茶室でもお客様とお茶を楽しめるよう、豊かなお茶の世界を学んで行きます。


※注意事項

(1)　認定とコース　
　◆一年を通した受講日数が８回に達した時点で、認定を受ける事ができます。（希望者のみ）
　※受講数が大幅に少ない方は、再度、同じコースの受講をお願いします。
　また、初級前期の振替は、行っておりません。
(2)「それと同等の実績のある方」とは、華道師範、着付け教授、書道教授等、国際茶道塾のカリキュラム相当の資格を持っている方で、その該当部分について、修了認定の受講資格が緩和されます。
Ⅳ　欠席の場合の返還規定
　初級前期以外の各コースにおいて、５回又は3回の一括受講を申し込んだのちに、受講生の止むを得ない事情により、欠席される場合は、以下の手続きにより、納付された受講料の一部を返還します。
　※補講はいたしません。特別な事情がある方は、事務局にメールでご相談ください。

(1)返金の対象者
A. 5回一括で申し込みされた受講生で、2回以下しか出席しなかった方 

B. 3回一括で申込された受講生で、1回以下しか出席しなかった方
   ただし、受講日の前々日までに、事務局担当者に欠席の連絡通知をした方に限ります。

(2)返金額の計算方法
◎一括申し込みの回数から、出席した回数に1を加えた数を差し引いた回数 

例1　5回申し込みで2回しか出席できないとき 

　　5-2-1=2  　　2回分が払い戻しの対象 

例2　3回申し込みで1回しか出席できないとき 

　　3-1-1=1 　　1回分が払い戻しの対象 

  

◎払い戻しの単価　　　　　　　　　　
・一括申し込みの金額を回数で除した金額 

例1　24,000÷5=4,800円 

例2　15,000円÷3=5,000円   
◎払い戻しの金額 
・回数×単価
例1　5回申し込みで2回しか出席できないとき 

　　2×4,800=9,600円   

例2　3回申し込みで1回しか出席できないとき 

　　1×5,000=5,000円 


 (3)手続き
　対象者は、メールで事務局にお申し出ください。銀行振込み等により、お支払いたします。ただし、振り込み手数料500円を差し引きます。 

  

☆再度お願い
振替・欠席届・返金・認定についての相談、お届はすべて、事務局に「国際茶道　○月X日欠席届」などのタイトルをつけて、メールで送ってくださいますよう、お願いします。
メールの記録が事務局に残っていない場合は、ご希望に沿えない場合もありますのでご了承ください。 
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